
神樹の窓   

第１回後期児童会をオンラインで行う（可能な対策を考える 価値創造） 

９月１７日に第１回目の後期児童会が行われました。前日に感染警戒レベル５となり、学年が交わることを避け

るため、予め考えておいたオンラインでの計画にシフトして行いました。コロナ禍だからこそ応戦していく気概

で、予め実施可能な対応を用意していくことはとても大切なことです。こうした動きが今年度は増えています。こ

れこそ皆で協働して価値を創造し、今いる場所の環境を変革していく力強い歩みとなります。コロナ禍にあっても

ICT 等を活用して子どもたちとともに校内における活動を可能なものにし、充実させていきたいと思います。 

     

                                           

                               

                                

                                 

                               

                                                  

後期の各委員会新役員自己紹介と新委員長の挨拶がありました。  委員会カード記入 

９月の様子から↓                

 

 

 

                          

 

 

                          

５年生 稲刈り行われる 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ６年生保健指導及び租税教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生 ｺﾝﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰﾀﾞﾝｽ講習 

・９／１６（木）に５年生の

稲刈りが行われました。

快晴で涼しい稲刈り日和

でした。５年生は一連の

米作り体験と連結させな

がら社会科の日本の農業

や理科の植物の生長など

も学んでいます。 

 

・６年生が保健指導をｱｽﾚﾃｨ

ｯｸﾄﾚｰﾅｰの関 賢一先生

より受け、よい姿勢を保

つことなど体作りについ

て学びました。また、上田

法人会の方による租税教

室では、税金の使い道等

を通して、納税の大切さ

について学びました。 

 

・４年生がｻﾝﾄﾐｭｰｾﾞ主催の

芸術家ふれあい授業を受

け、セレノグラフィカカ

ンパニーの２名のダンサ

ーにｺﾝﾃﾝﾎﾟﾗﾘｰﾀﾞﾝｽをご

指導いただきました。子

どもたちはﾀﾞﾝｽの世界に

引き込まれ、楽しそうに

踊っていました。 

《１０月の主な予定》 

１日（金）安全点検日  学校集金引落日 

６日（水） 研究会のため 全校４時間授業 

１１日（月）５年脱穀 

１２日（火）２年、３年校外学習、５年脱穀予備日 

１４日（木）就学時健診 ＊１、２年生３時間授業 

１５日（金）４年校外学習       

２０日（水）、２１日（木）６年修学旅行 

２２日（金）１年校外学習、６年計画休業 

２６日（火）尿検査① 

２７日（水）尿検診② 

２９日（金）１年校外学習予備日 

＊新型コロナウイルスの感染状況によっては変更もあ

りますのでご了承ください。 

清明小学校だより 第７号 

   令和３年９月２８日  家庭数配付 

【連 絡】 

○新型コロナウイルス感染警戒レベル５が今月

29 日までで解除される予定です。解除後（30

日～）は普通日課となりますのでご承知おき願

います。なお、普通日課になっても朝の昇降口

の開錠はいままで通り７：４５です。予定と異

なる状況が起こった場合はオクレンジャーに

てお知らせいたします。 

 

○１０月６日（水）は、午後に城北地域の教職員

の会合が行われるため、水曜日日課の４時間授

業となります。下校は全校１３：３０となりま

す。 

 

学校保健委員会もオンラ

インで開催し、アスレテ

ィックトレーナーの関 

賢一先生にご講演いただ

きました。ご参加いただ

いた保護者の皆様ありが

とうございました。 

 

 

続きが裏面にもありますので、お読みください。 



「自分らしく輝いて」  ９月度 校長講話より 

９月７日（火）に校長講話が行われ、世界的ピアニスト 館野 泉さんの不屈の音  

楽活動を通され、自分らしく輝くことの大切さを児童に語られました。 館野さんは、 

2002 年リサイタル中に倒れ、右半身麻痺という後遺症を患い、２年のリハビリを経て、 

右手は不自由なままでしたが 67 歳で復帰されました。その際、「右手を奪われたんじ 

ゃない、左手の音楽を与えられたのだ」とありのままの自分をありのままに受け入れ、 

左手のピアニストとして新たな境地で音楽活動を再開。そうした中、｢アヴェマリア」 

を左手で弾いたとき、「左手一本だからできる音楽がある。さぁ新しい音楽の始まり 

だ！｣と心は歓喜に包まれたと。館野さんの｢アヴェマリア｣のピアノ演奏を全校で聴き 

ながら、その生き方にふれ、いかなる困難に遭遇しても、前向きに捉え、今いる場所 

で自分らしく輝きながら、生き抜く、真の力強さを学び合いました。 

 

 

信州藩校サミット行われる 
             （本校６年生参加） 
信州では、幕末に１２の藩があり、それぞれに藩校がありました。各藩は文・武の知識をどのように継承

したのか、「学びのルーツ」について考えようと「信州藩校サミット」というシンポジウムがオンラインで

開催され、本校６年生が参加しました。各参加校が総合的な学習の時間における藩校についての学びの成果

を発表しました。本校６年生も明倫堂や上田藩出身の赤松小三郎、山極勝三郎などについて発表しました。

その後、東京にいる池上 彰さんと参加校５校がオンラインでつながり、現代における「学び」の意味につ

いてディスカッションが行われました。先を見通せない時代において「学び」が人生を豊かにし、活気に満

ちた社会になるよう、「藩校」の魅力を発信しました。 

 

 

 

 

 

 

 

本校６年生の総合的な学習の時間の学びの発表場面    オンラインで池上彰さんとディスカッション 

 

 

社会科の全校研究授業が行われる 

 社会科の全校研究授業が行われました。コロナ禍のため先生方も 

別室の TV での参観と教室参観を交替で行いました。授業研究会も 

オンラインで行いました。「自然災害からくらしを守る」という単 

元のまとめにさしかかる場面の授業が４年２組で行われました。災 

害時に備え、「マイ・タイムライン」をこの単元で学んだことを生 

かし、クロームブックを活用して作成しました。子どもたちは一生 

懸命自分で問題解決していきながら、話し合いたい時は話し合って 

協力して解決している姿、端末を一道具として授業の目的に向けて 

使いこなしている姿が見られました。子どもたちの主体的な取り組 

みと災害を自分事として考えている姿が光った授業でした。 


